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終助詞「ね」の習得について
－異なる学習環境における中国人日本語学習者に注目して－
　　　　　　　　　　　
　　　　高 雅倩 (GAO YAQIAN) ( 博士前期課程 2017 年 3月修了 )
　終助詞は、日本語学習者にとって、初級段階で導入される表現であるにもかかわらず、
適切に使用することが難しい。本研究では、JFL 環境、JSL 環境にある中国人上級日本語
学習者を対象に、終助詞「ね」の知識と使用の状況、学習方法を明らかにすることを目的
として、会話および穴埋めテストを実施し、フォローアップ・インタビューを行った。そ
の結果、穴埋めテストにおける「ね」の選択では、学習環境による大きな違いは見られな
かったが、「自己確認」の「ね」については、JSL 学習者の方が統計的にも有意に高い選
択率を示しており、説明も正確であったため、学習環境が自己確認の「ね」の習得に影響
を与える可能性が推測された。一方、会話における「ね」の発現回数は、JSL 学習者の方
が圧倒的に多く、学習環境による大きな違いが見られた。その他、JFL 学習者は、日本語
の教科書で現れるパターンでの「ね」の使用が定着していること、また中国語の語気助詞
の発想で終助詞を理解しようとする傾向が見られた。JSL 学習者は、発話者の人間関係の
観点から「ね」をとらえていること、また話者の情報の共有が「ね」の使用に関わるとい
う認識が進んでいること、会話における「ね」の使用に個人差が見られることが分かった。
日ごろから母語話者との接触が多く日本語をよく話していることと、「ね」が上手に使え
るようになりたいという学習者の意欲が「ね」の習得に影響を与えていると考えられる。
若者ことばと日本語教育に関する中国人日本語学習者の意識
－青島Q大学生を対象とした調査報告－
陳 鳳嬌 (CHAN FENG JIAO)（博士前期課程 2017 年 9月修了）
　近年、SNS の発達にともない、中国の日本語学習者が日本語と接触する方法や手段に変
化が生じている。中国人日本語学習者の学習に生じているこの変化に注目し、日本語の若
者ことばを軸に、SNS と日本語教育との関連性について考えるために中国青島Q大学で
日本語を学ぶ学習者を対象に実態調査を行った。調査では、若者ことばの理解度と意識、
若者ことばの日本語教育での扱われ方、日本語学習における SNS の影響について明らか
にするためのアンケート調査及びインタビュー調査を行った。その結果、①若者ことばの
理解には SNS の影響があること、②若者ことばとの接触機会は増えており、SNS やドラ
マ、ACG を接触手段としていることが分かった。また、③大学の授業でも若者ことばが
取り上げられる機会が増えており、学習者はコミュニケーションを重視した会話の授業で
取り上げるべきと考える人が多かった。④日常の SNS との接触頻度が若者ことばに対す
る意識や使用に影響していることも示された。しかし、一方で若者ことばに関心をもたず、
授業で教えなくてもよいと考える学習者もいた。⑤ SNS の発達によって日本語学習と日
本語教育の現場に変化が生じていると思うかについての回答は分散した。現在の中国では
SNS の発達により、若者ことばに代表される生の日本語との接触が確実に始まっており、
日本語教育においてもこの動きを意識した対応が求められているが、その一方で、学習者
の意識には多様性があることを指摘した。
